
　

11
月
25
日
、
つ
が
る
市
自
治
会

連
合
会
（
白
戸
英
行
会
長
）
主
催

に
よ
る
「
市
政
懇
談
会
」
が
松
の

館
で
開
催
さ
れ
、
自
治
会
長
ら
50

人
が
福
島
市
長
や
市
の
幹
部
職
員

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
市
内
の
自
治

会
等
が
相
互
の
親
睦
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
市
政
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、

今
回
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
白
戸
会
長
が
「
建
設

的
な
意
見
を
交
わ
し
合
い
、
有
意

義
な
懇
談
会
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
特
別
テ
ー
マ
と
し
て

福
島
市
長
が
「
つ
が
る
市
地
域
活

力
創
生
総
合
戦
略
（
案
）」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
治
会
等
が
日
頃
抱

え
て
い
る
課
題
や
要
望
な
ど
に
つ

い
て
福
島
市
長
、
各
担
当
部
長
ら

と
話
し
合
い
、
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

市長による特別講演「つがる市地域活力創生総合戦略（案）」

あいさつを述べる白戸会長各分野の担当部長が質問に回答

日頃抱えている課題などについて話し合われた市政懇談会

行
政
と
協
働
の
ま
ち
目
指
す

市
自
治
会
連
合
会
が
市
政
懇
談
会
を
開
催
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林自治会　
竹内 雅彦 会長

柴田町内会　
工藤 寛樹 会長

　

短
命
県
返
上
や
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
、
中
高
年
向
け
の
運
動
施
設
な
ど

を
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

（
回
答
）

　

来
年
度
建
設
予
定
の
（
仮
称
）
つ
が

る
市
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
29
年
度
よ
り
、
肥
満
者
・
特
定
健

診
の
結
果
か
ら
判
定
値
を
超
え
た
中
高

年
の
市
民
に
対
し
、早
期
の
生
活
指
導
・

運
動
指
導
を
行
う
な
ど
、
重
症
化
予
防

対
策
を
押
し
進
め
て
行
き
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
内
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
整

備
し
、
有
酸
素
運
動
と
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
に
よ
る
筋
肉
運
動
を
取
り
入

れ
、
継
続
的
に
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

市
内
に
お
け
る
街
路
灯
の
設
置
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
設
置
基
準
を
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
回
答
）

　

現
在
、
市
内
で
の
設
置
数
は
８
７
０
０

箇
所
で
自
治
会
等
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

全
て
の
箇
所
に
取
り
付
け
て
お
り
ま
す
。

設
置
基
準
は
明
確
に
定
め
て
い
ま
せ
ん

が
、
概
ね
①
電
柱
が
あ
る
②
民
家
が
あ

り
、
通
行
が
あ
る
③
通
学
路
で
あ
る
、

に
該
当
し
た
場
合
、
要
望
順
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

市
道
等
へ
の
防
雪
柵
の
設
置
に
つ
い

て
設
置
基
準
や
優
先
順
位
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
融
雪
溝
に
つ
い
て
も
同
じ
く
伺

い
た
い
。

（
回
答
）

　

防
雪
柵
や
融
雪
溝
は
、
市
町
村
の
裁

量
で
設
置
箇
所
を
決
定
し
、
国
や
県
に

整
備
に
か
か
る
補
助
金
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
吹
き
溜
ま
り
の
大
き

さ
や
発
生
頻
度
と
と
も
に
、
交
通
量
、

バ
ス
路
線
・
通
学
路
で
あ
る
か
等
を
総

合
的
に
判
断
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
防
雪
柵
、
融
雪
溝

と
も
１
㍍
当
た
り
10
万
円
を
超
え
る
高

額
な
事
業
費
と
な
る
こ
と
か
ら
、
な
か

な
か
整
備
が
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。

的
確
な
気
象
状
況
の
把
握
と
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
に
努
め
、
除
雪
回
数
を
増
や
す

な
ど
、
き
め
細
や
か
な
除
排
雪
体
制
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

水
害
や
地
震
、
火
災
発
生
時
に
頼
り

に
な
る
の
が
消
防
署
や
地
域
の
消
防
団

だ
が
、
団
員
に
対
し
て
の
指
導
、
助
言
、

訓
練
は
十
分
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
迅
速
に
団
員
が
出
動
で
き
る
招
集

方
法
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

（
回
答
）

　

消
防
団
員
は
通
常
時
、
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
、
消
防
署
員
の
よ
う
に
日
々

訓
練
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
年
間
行
事
で
あ
る

１
月
の
出
初
式
、
６
月
の
観
閲
式
、
８

月
の
玉
落
し
競
技
の
開
催
前
に
は
、
消

防
署
員
の
技
術
的
指
導
の
も
と
、
各
分

団
で
事
前
訓
練
を
行
い
、
団
員
の
士
気

を
鼓
舞
し
、
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
災
害
時
の
活
動
方
針

や
安
全
管
理
を
明
記
し
た
「
消
防
団
安

全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
中
で
あ

り
ま
す
。「
火
災
編
」、「
地
震
編
」
に

分
け
て
内
容
を
ま
と
め
て
お
り
、
来
年

４
月
ま
で
に
全
て
の
分
団
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

　

団
員
の
招
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
防

災
無
線
お
よ
び
メ
ー
ル
配
信
で
、
災
害

現
場
へ
の
迅
速
な
出
動
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

火
災
等
の
場
合
に
は
防
災
無
線
で
市

民
に
周
知
し
て
い
る
が
、風
向
き
等
で
聞

こ
え
な
い
場
合
も
多
い
。防
災
無
線
の
設

置
場
所
が
適
切
か
検
証
し
て
は
ど
う
か
。

（
回
答
）

　

合
併
当
初
、
防
災
無
線
の
整
備
に
あ

た
り
、
広
域
的
に
周
知
で
き
る
よ
う
、

場
所
、
年
間
で
最
も
多
い
風
向
き
、
ス

ピ
ー
カ
ー
の
向
き
な
ど
を
考
慮
し
て
設

置
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
住
宅

構
造
の
気
密
化
な
ど
で
家
屋
の
防
音
性

が
向
上
し
た
こ
と
や
風
向
き
の
傾
向
が

変
化
し
て
き
た
こ
と
が
、
聞
こ
え
づ
ら

く
な
っ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
再

度
、
設
置
場
所
等
に
つ
い
て
検
証
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
聞
こ
え
な

い
場
合
は
戸
別
受
信
機
を
設
置
す
る
こ

と
で
対
応
し
ま
す
。

※
戸
別
受
信
機
の
使
用
に
か
か
る
電
気

料
金
は
使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、受
信
ア
ン
テ
ナ
の
取
付
工
事（
無

料
）が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
主
な
質
疑
応
答

緊
急
時
の
連
絡
に
つ
い
て

消
防
団
の
指
導・助
言・訓
練

に
つ
い
て

防
雪
柵
、
融
雪
溝
に
つ
い
て

広報つがる 2016. 1月号7



　柏地区の佐々木直光さんが、本県稲作の発展に貢献した個
人や団体に贈られる今年度の「田中稔賞」を受賞しました。
　昭和45年の就農時、約2.5㌶だった水田は、機械化の導入
などで現在は約30㌶までに拡大。寒冷地稲作技術を守りな
がら、省力・低コスト化を取り入れた生産を実践し、主力
品種の「つがるロマン」と「まっしぐら」は、平成23年以
降、4年連続で一等米比率100％を記録しています。また、
市農業士会や市良食味米生産研究会では、地域農業のけん引
役として活動されています。12月15日に行われた贈呈式で
佐々木さんは「若手が農業の良さと将来の希望を感じて経営
できるよう支援したい」と今後の抱負を話していました。

　12月5日、シネマヴィレッジ８イオン柏で「つがる市民映画
祭」が開催され、市の合併10周年を記念して制作された短編
映画3作が上映されました。映画祭はつがる市地域づくりプロ
ジェクト（鈴木大樹実行委員長）が主催。3作とも木造高校や
高山稲荷神社など市内を舞台とした恋愛物語で、会場に詰め
かけた市民ら約160人の感動を誘っていました。舞台あいさつ
には「ふりむくな」に出演した本県出身のＡＫＢ48メンバー・横
山結衣さんのほか、「つがーるちゃんは恋敵」から青森放送ア
ナウンサー・桒子英里さん、「うつるもの」から女優・椿弓里奈
さんが出席し、完成を祝いました。映画は1月からインターネッ
トの動画サイトで視聴できます。

　11月29日、市自治会連合会（白戸英行会長）主催の自治会
交流事業「三遊亭王楽落語会」が松の館で開催されました。
　事業は、市合併10周年記念として「安心・安全地域を笑顔
に」をテーマに行われました。王楽さんは五代目三遊亭圓楽さ
んの最後の弟子として直接師事を受け、伸びやかな感性と現
代性が特徴で、この日は、「紙入れ」と「井戸の茶碗」の演目を
軽妙な口調と豊かな表情で演じ、会場に訪れた約350人の観
客は笑顔に包まれていました。
　また、各地区からの参加者によるリンゴとコメの品種当てゲ
ームや地元特産品の詰め合わせが当たるお楽しみ抽選会で楽
しい一日を過ごしました。

　「がんと共に生きる」をテーマにした健康づくり講座が11月
18日、松の館で開催され、約130人の市民らが健康意識を高
めました。講座では、弘前大学大学院医学研究科腫瘍内科学
講座の佐藤温教授が講師として登壇。佐藤教授は「青森は自
然にあふれ、豊かな社会が実現できる。生きる幸せを実感し
ながら、命を大切に育んでいける社会をつくりましょう」と参
加者に呼び掛けていました。
　市では、心身共に健康で生きがいを持って生活できる地域
を目指し、健康づくり講座を毎年開催しています。次回は「高
齢者のこころとうつを知る」をテーマとし、3月6日に松の館で
開催する予定です。

佐々木さんが田中稔賞受賞

映画で市の魅力発信   市民映画祭開催

市民らの笑い声響く   三遊亭王楽さん招く

心身共に生きがいを   健康づくり講座開催

表彰を受ける佐々木さん（右）

舞台あいさつに出席した（左から）桒子さん、椿さん、横山さん

「紙入れ」などの演目を披露した王楽さん

講演する佐藤教授
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　木造地区の木作町内会（白戸英行会長）が12月20日、三新
田神社に大しめ縄と三十三俵を奉納しました。
　同町内会の奉納は平成4年に復活して以来、今回で24回目。
長さ約40㍍、重さ約300㌔のしめ縄と三十三俵は、町内会の
有志が15人がかりで作業を行い、五穀豊穣や交通安全などの
願いを込めながら約1カ月かけて完成しました。
　この日は、しめ縄と俵を鳥居に取り付け、中央には干支の
「申」を描いた絵を飾り、市登山囃子保存会の演奏で奉納を祝
いました。白戸会長は「復活してから干支二回り目の節目を迎
えることができた。作り手の後継者不足はあるものの、今後も
何とか続けていきたい」と話していました。

　12月11日、クリスマスコンサートが市民診療所ロビーで開か
れ、診察に訪れた市民らがバンド演奏やトークなどを楽しみま
した。
　これは、会計や診察を待つ利用者に音楽を楽しんでもらお
うと、旧成人病センター時代から引き続き行われているもの
で、市民診療所での開催は2回目。ポスターや会場の飾りつけ
などは全て職員が手作りで行っています。
　この日は、看護師や職員で構成されたバンド「ズボンスター
ズ」が、サンタクロースの衣装で登場。お馴染みのクリスマスソ
ングや津軽にちなんだ演歌を披露し、会場は和やかな雰囲気
に包まれました。

大しめ縄と三十三俵奉納

市民診療所でクリスマスコンサート

登山囃子で大しめ縄と三十三俵の奉納を祝いました

診療所ロビーで行われたコンサート

　12月、1年間の労をねぎらい、明るい新年を迎えようと市内
各地で餅つき大会が開催されました。
　館岡子供会（越後谷浩会長）では12月6日、館岡コミュニテ
ィ消防センターで餅つき大会を行い、地域の家族連れら約50
人が交流を深めました。親子で力を合わせながら代わる代わ
るきねを振い、つき上がった餅はお汁粉やきな粉にまぶして振
る舞われました。瑞穂小2年の野呂柚紀ちゃんは「緊張したけ
ど上手に出来た」と満足そうに自分たちがついた餅の味を楽し
んでいました。越後谷会長は「初めての試みだが盛り上がって
よかった。地元縄文遺跡の世界遺産登録に向けて地域のつな
がりを大事にしたい」と話していました。

　交通安全母の会連合会などで活動している佐野良子さん
（木造）が、交通功労者として県知事表彰を受賞しました。
　佐野さんは昭和54年から長年にわたり、各種交通安全運動
への参加や企画立案を積極的に実施。つがる地区安全運転協
会でも率先して啓発活動を行うほか、高齢者を事故から守るた
めの反射材普及活動にも尽力しています。
　11月10日、青森市で行われた交通安全県民大会において
佐々木県副知事より表彰状が手渡されました。佐野さんは「日
頃の活動の実践が評価され、感激に堪えません。受賞を契機
に交通安全思想の普及に一層努力します」と受賞者を代表し
て謝辞を述べました。

餅つき大会で地域交流

交通安全に多大な貢献   佐野良子さんに県知事表彰

親子が力を合わせた餅つき大会

謝辞を述べる佐野さん
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